
おめでとう銀河通信２００号!! 

            

 

私たちの友人である樋口みな子さんが１９８８

年から発行されてきた「銀河通信」が、２０１７年３

月で通算２００号になります。 

         ★ 

みな子さんは、ほとんど隔月、どんなに忙しい

ときも、欠かさず「銀河通信」を発行されてきまし

た。その内容はみなさまもご存じのように、みな

子さんが直接、関わってこられた、反原発運動か

ら自然保護運動に至る幅広い活動、道内外での

さまざまな山登りや自然の探索、映画、読書とき

わめて多面的であり、しかも、ひとつひとつ心を

こめて書かれた記事のどれもが、私たちを勇気

づけ、また知らなかった世界に目を向けさせてく

れる豊かなものでした。 

私たちひとりひとりは、たんに一読者にすぎま

せんが、「銀河通信」を読ませていただくことで、

みな子さんが関わってきたさまざまな世界を知

り、私たちもまた幾分か、それらに関わりがもて

たような気がします。 

         ★ 

「銀河通信」の読者、また、みな子さんの友人と

して、「銀河通信」の発行２００号を心からお祝い

するとともに、その発行を蔭で支えてこられたご

家族の方がたの労をねぎらいたいと思います。 

ひとりでも多くの方のご参加いただきたいと

思っております。どうぞよろしく、お願いいたしま

す。 

実行委員会を代表して 

小野有五（北大名誉教授） 
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創刊時の題字は文字通りの手書き
（右）。縦書きも自作（中）。住田真樹
子さんのイラスト（左）は、最初はモノ
クロでスタートしました 

 
題字は３回変わりました 
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おかげさまで２００号！・・・・樋口みな子 

１９８８年創刊の「銀河通信」が 200号を迎えました。創刊当時は旭

川の自然保護運動の仲間に近況を伝えるささやかな手書きの通信

でした。２００４年からはパソコンで編集。山の自然を守る活動、森と川

を語る会、知里幸恵記念館設立運動、ハンセン病回復者と北海道を

むすぶ会、泊原発の廃炉をめざす会、そして今は植村裁判を支える

市民の会に全力をあげて活動しています。草の根の市民運動を伝え

ているうちに読者は５５０人になりました。ありがとうございます。も

う一つの柱が本や映画の紹介です。本当に心豊かに暮らすとはどう

いうことなのかを、これからも伝えていきたいと思います。 

 ２０１７年１月記 


